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市政だより 人口の動き 11法律相談日

1月1日現在前月比 11
11 2月21日(木)

人口 58，782十 円 11
11 9a寺30分 ~15時

男 28，327+6311 
女 30，455+ 3611市役所市民相談室

在帯数15，691+ 2811 ;お気軽にどうぞ
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お母さんたちの見守る中で交通指導員のおねえさんから横断歩道の渡り方を習う幼児たち

お母さんと一緒
咽~号。噌竜三ごヲ令会合司哩3・~

幼児の交通教室
松原地区幼児
交通安全クラブ

事故2容の議い幼史を守ろう

昭和47年県下の子供の交通事故は死者18名、傷者

1.690包で、このうち幼児は死者?名、傷者 864名

と51.2%を占めております。

このような交通地獄の中で、交通教育を受ける こと

のない幼児を何とか交通事故から守りたいと昨年8月

松原地区のお母さんたちが 『幼児交通安全ク ラブJ

(会長高須晃子さん幼児34人母親28人)を結成しました

以来毎月20日を定例日ときめて、午前中の1時間幼児

と一緒に交通安全教室を聞いて事故防止に努めており

ます。

指導には、警察の交通課、交通指導員のおねえさん

と市の社会課が当っておりますが、幼児たちも最近は

慣れて、 お母さんたちの見守る中で、 楽しく 元気に勉

強をしております。
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毎月1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集人/総務課長岩永宏印刷所/合同印刷
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(2) りおおむ市政だより

し、よ U、よ知事選挙

白
川

月
川

内
ノ

ι
川川

年
川

n
H
U
川
川

4
川

和
川
昭
川

十 2月1フ日が投票日多

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
が
近
ま
り
ま
し
た

知
事
選
挙
は
県
政
を
左
右
す
る

最
も
重
要
な
選
挙
で
す
か
ら
有
権

者

一
人

一
人
が
「
よ
く
見
、
よ
く

知
り
、
よ
く
考
え
て
」
一
人
も
れ

な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
聞
は

午
前
七
時

i
午
後
六
時

ーー-、ー

ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
で
も
れ
な
く

投
票
所
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

投
票
所
に
は
必
ず

投
票
所
入
場
券
を

も
し
入
場
券
を
な
く
し
た
人
は

受
付
へ
そ
の
旨
申
し
出
て
下
さ
い

ま
だ
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
玖
島

郷
二
五
市
役
所
内
)
文
は
関
係
出

張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
一
名
の

氏
名
を
ハ
ッ
キ
り
と

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
無
効
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
投
票

用
紙
に
は
候
補
者

一
名
の
氏
名
を

ハ
ッ
キ
リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
日
に

ど
う
し
て
も

投
票
所
へ

行
け
な
い
人

乞〉

冨吉
フT'

明

投⑥

の⑨

ー①

票⑥

所①

こ
ん
ど
の
知
事
選
挙
か
ら
投

票
所
が
一
部
変
更
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
投
票
所
に
お
出
か

け
の
と
き
は
投
票
所
入
場
券
に

投票所が

変った地区

①

①

①

 

部

変

更

記
載
し
て
あ
る
投
票
所
名
を
お

確
か
め
の
う
え
、
ま
ち
が
え
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

坂口ト、 二宅合む)住を )吉む池を、 営第(市油田 住宅九1区田也
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民公館 住宅油田

新し

い

投票所名

こ
の
よ
う
な
人
は
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在

者
投
票
を
す
る
と
き
は
、
投
票
日

の
当
日
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で

き
な
い
旨
の
宣
誓
書
を
提
出
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

宣
誓
書
の
用
紙
は
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る

人
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
該
当
す

る
人
で
す
。

O
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
職

務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
者

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

る

郷

土

故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
の
者

③
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
、

ま
た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め

歩
行
が
著
し
く
困
難
な
者
(
在

宅
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

④
大
村
市
か
ら
県
内
他
市
町
村
へ

転
出
予
定
の
者
ま
た
県
内
他
市

町
村
か
ら
大
村
市
へ
転
入
し、

ま
だ
大
村
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
前
住

所
地
の
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
不
在
者
投
票
用
紙

な
ど
の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

不
在
者
投
票
は
二
月
十
六
日
ま
で

で
き
ま
す
。

を

生

む

不
在
者
投
票
及
び

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
場
所

局
( 大
市村
役市
所選
内挙
)管

理
、委

員
会
事
務

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

し ン開
て火lを始二
下災!一時月
さとj分刻十
いまi閣の 七
。ち!鳴 午・日
が1ら前・の
えiし七・投
なiま時・票
いiすに日
よ ~ 0 サの
うj イ 投
にj レ 票

事
業
主
の
方
へ
お

ね

が

い

一
一
月
十
七
日
は
日
曜
日
に
な
り

精神薄弱者に一寸

しー療育手帳を交付

カ

精
神
薄
弱

児
(
者
)
に

対
L
て
療
育

手
帳
が
交
付

さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方

は
左
記
の
と

お
り
申
請
し

て
下
さ
い
。

交
付
対

象
者
手
帳
は
、
児

童
相
談
所
文

ま
す
が
、
市
内
の
商
臣
、
事
業
所

な
ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
選
挙
人

に
対
し
投
票
す
る
た
め
の
必
要
な

時
間
を
与
え
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ど
協
力
下
さ
い
。

政
見
放
送
も
さ
れ
ま
す

長
崎
県
知
事
選
挙
で
は
、
テ
レ

ビ
に
よ
り
候
補
者
が
、
そ
の
政
見

を
放
送
し
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で

よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

開

票

所

日場
時所

市
民
体
育
館

二
月
十
七
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
に
お

い
て
、
精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ
た

者
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
手
続

福
祉
事
務
所
を
経
由
し
て
県
知
事

に
申
請
し
、
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、

交
付
ど
希
望
の

方
は
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。こ
の
手
帳
は
本
人
又
は
、
保
護

者
の
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

施
設
入
所
者
は
施
設
で
手
続
す

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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4月から新たに児童手当を受け
ることができる人と児童手当の

額がふえる人との例! … 叩附附附即叫ι0胴仰附剛円町耽叫lに同ζcl亡〉二
額です。 I

4月からは、 3，000円lζ|二 !と口 の数i
をかけた額になります。 I

新たに児童手当を受けることができる人

児童が16歳、14歳、|圏 |の3人の場合

4月から 3，000円x1=3，000円

児童手当の額がふえる人

児童相7歳、15歳、|圏 、(亙 |の4人

の場合

3月まで

4月から

環
境
的
駆
除
法 3，000円x1 =3，000円

3，000円x2 =6，000円

を
利
用
し
て
、
家
庭
や
職
場
が

一

体
と
な

っ
て
い
っ
せ
い

に
駆
除
を

1υ

寺
子
し
ょ
v

つ。

で
す
。
食
糧
品
の
管
理
、
食
物
残

葉
な
ど
の
処
置
、
家
庭
内
の
整
理

整
と
ん
、

侵
入
防
止

(通
路
を
ふ

さ
ぐ
)
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

I日.
JL-

童
手
当
の

支

給

範

囲

拡

大

第
三
子
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
ま
で

さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

児

童
手
当
の
支
給
は

今
年
四
月
か
ら
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
義

務
教
育
終
了
前
の
児
重
で
あ
る

こ
ん
」

手
続

四
月
か
ら
新
た
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
や
児
童
手
河

の
額
が
こ
れ
ま
で
の
額
よ
り
増

え
る
と
思
わ
る
れ
方
又
は
未
申

請
の
方
は
市
福
祉
事
務
所
で
請

求
の
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。

、
不
、
ス

を

を

退
治
し
よ
う
。

ま

が

チ

ス

ネ
ズ
ミ
は
年
聞
を
通
じ
て
生
息

し
て
い
ま
す
が
、

特
に
秋
か
ら
春

ヤ

ン

(
駆
除
の
方
法
〕

ネ
ズ
ミ
の
生
活
か
ら
食
う
も
の

と、

住
む
場
所
を
奪
い
去
る
こ
と

化
学
的
駆
除
法

毒
え
さ
を
使

っ
て
、
ネ
ズ
ミ
を

中
毒
死
さ
せ
る
こ
と
で
、

毒
薬
を

ネ
ズ
ミ
の
体
内
に
蓄
積
し
て
、

だ

ん
だ
ん
活
動
が
に
ぷ
く
な
り
、
視

力
も
お
と
ろ
え
死
に
至
ら
し
め
る

方
法
で
す
。

毒
え
さ
百
1
百
五
十
粒
位
を
チ

リ
紙
な
ど
に
包
み
、
い
つ
も
え
さ

を
食
い
な
れ
た
と
乙
ろ
や
、
通
路

付
近
の
物
か
げ
な
ど
に
数
カ
所
配

置
し
ま
す
。
配
置
し
た
後
は
食
べ

て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

食
べ

て
い
れ
ば
そ
こ
は
、
不
ズ
ミ

の
通
路
と
な
る
所
で
す
か
ら
減
っ

た
毒
え
さ
を
補
給
し
、
五
日
間
以

上
食
べ
な
く
な
る
ま
で
続
け
る
と

効
果
的
で
す
。

児
童
手
当
は
こ
れ
ま
で
三
人
以

上
の
児
童
の
う
ち
に
、
昭
和
四
十

八
年
四
月
一
白
現
在
で
十
歳
未
満

の
児
童
(
昭
和
四
十
八
年
四
月
二

日
以
降
に
生
れ
た
児
童
)
が
い
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年
の

四
月
か
ら
は
、
そ
の
範
囲
が
広
が

っ
て
三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
に

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
が
い
れ

ば
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

な
お
、
乙
の
児
童
手
当
は
、
各

種
の
福
祉
年
金
や
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
で
も
支
給

市政だより(3) 

人

自戒 10則

挙選

一
、
民
主
政
治
は
選
拳
か
ら
、
選

挙
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚

か
ら

二
、
選
挙
の
主
役
は
、
わ
た
く
し

(
有
権
者
)
だ
、
心
が
ま
え
が

政
治
を
左
右
す
る

三
、
投
票
は
よ
く
見
、
よ
く
聞
き

自
分
で
き
め
て
、
さ
そ
い
や

お
ど
し
に
の
ら
ぬ
こ
と

四
、
義
理
や
縁
故
に
か
ら
ま
れ
ず

誠
実
熱
意
の
人
え
ら
ベ

に
か
け
て
繁
殖
力
が
お
う
盛
に
な

り
動
き
も
活
発
で
す
。
こ
の
時
期

玉
、
近
く
も
遠
く
も
み
わ
た
し
て

広
く
な
が
め
て
人
を
え
よ

六
、
た
っ
た
一
票
ぐ
ら
い
と
そ
ま

つ
に
す
る
な
、
か
な
ら
ず
投

票
ま
，こ
こ
ろ
こ
め
て

七
、
選
挙
め
あ
て
に
祝
儀
や
寄
付

を
ね
だ
れ
は
、
政
治
を
く
ら

く
す
る

八
、
選
挙
に
か
ら
ん
だ
金
品
招
宴

お
こ
と
わ
り
、
う
け
た
ら
不

治
の
毒
あ
た
り

九
、
選
挙
違
反
の
運
動
員
に
は

意
見
す
る
勇
気
も
て

十
、
選
挙
運
動
は
す
な
お
に
み
つ

め
、
妨
害
の
な
い
明
る
い
選

挙
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圃

三

歳

児
健

康

診

査

対
象

昭
和
四
十
五
年
八
月
生
れ

の
人
、
及
び
昭
和
四
十
四
年
九

月
か
ら
昭
和
四
十
五
年
七
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
。

日
時

二
月
二
十
六
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十

一
時

午
後

一
時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

料
金

無
料

市政だより白
川

月
川

円

Jι
川
川

年
川

門
同
d

山
川

d
斗
，
川
川

和
川

昭
川

曜当番医

話

一
日

目

ω

一

河

口

一

戸仏
U

一

円
X
U
F
h
d

一

つ
ゐ

q
.U
7t

一

円
J

0

0

電

一
(砂

m
v
n
V

一

@

@

地

一
町

田

瀬

部

松

郷

一

城

津

原

一
城

町

郷

在

一

本

ノ

一

三

出

ノ

一
三

陽

ノ

所

一
東

辻

萱

武

並

一

一

束

杭

富

一
西

向

一

一7
コ
一

科

院

院

一

院

院

院

一
院
科

院

一
科

科

院

b

一
眼

医

医

一
服

医

医

一

病

外

医

一
内

外

医

|

一
木

長

田

一
川

口

辺

一
野
藤

山

一
野

島

利

陸

一
楠

朝

沢

一
日

野

渡

一

長

佐

牧

一
南

中

毛

目

一
科

洋

科

一

科

科

寸
斗
E

一

昨
穴

一

4

ホ
na

一

川
、
，

一

療

一

川

一

診

一

眼

舟

内

一

u
jiu-

-

日の2月

~ 

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

圏
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対
象
者

小
学
校

入
学
前
六
ヵ
月

以
内
の
者

(幼
稚
園
な
ど
で
接

種
し
て
い
な
い
者
)

禁
忌
者

有
熱
患
者
、
か
っ
け
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患

者
、
胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者

※
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

②-4000 
②-2339 
⑤-8546 

②-2107 
②-3070 
①-7831 

③-3731 

小児科

内科

外 科

産婦人科

外科

内科・外科

内

外

内

科

10 

17 

24 

詔一ホ

自

品L色

見，

の

カS ジ フテリア
予防接種実施日程表

メ十一L、 場 名 接種目

市 役 所 2月19日

萱瀬出張所 (火)

諏訪公民館

三浦診療所
2月20日

(水)

鈴田出張所

竹松本町公民館 2月21日

福重出張所 (木)

中地区公民館 2月22日

松原出張所 (金)

園妊 婦教室

妊
娠
中
を
元
気
に
過
ご
し、

丈

夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た

め
聞
き
ま
す
の
で
多
数
ど
参
加
下

さ
い
。

第
一
回

二
月
十
二
日

母
子
保
健
法
、
妊
娠
中
の
生
活

第
二
回

二
月
十
九
日

産
後
の
生
活
、
栄
養
に
つ
い
て

場時
所間

午
後
一
時
か
ら

大
村
保
健
所

築

く

月日 i場所 |時間 i里
2月1日|萱瀬出張所 I9:30~ 11:00 I乳婦I ~'V'~ .~'" I v vv  ~~ vv  I幼及

2月8日|竹松出張所 I1ii仁lil 児び
即日 | 鈴叫所 1 9:30~1恥 震
2月阿松原出張所 |附~川 喜

よ

郷

時間はいずれも午後2時か
ら3時まで

募

集

置
市
職
員
を
募
集

下
水
道
土
木
技
術
者

職
種
資
格
①
高
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を

有
す
る
者
で
昭
和
二
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
八
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

②
下
水
道
事
業
応
従
事
経
験
三
年

以
上
を
有
す
る
者

受
付
期
限

二
月
二
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

田
市
立
学
校
用
務
員
・

給
食
調
理
員
を
募
集

2月8日・18日は乳幼児相談のみ

用
務
員
ハ
門
学
歴
は
間
わ
な
い
が

中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
者
で
昭
和
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

同
人
員
、
若
干
名
。

給
食
調
理
員

付
学
歴
は
問
わ
な

い
が
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の

学
力
を
有
す
る
者
で
昭
和
十
四

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

向
資
格
免
許
、
調
理
士
の
資
格
又

は
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
者

又
は
取
得
見
込
み
の
者

伺
人
員
、
若
干
名
。

，土

性
別

男
女
を
問
わ
な
い

受
付
期
間

二

月

一
日
か
ら
十
五

日
ま
で
市
教
育
委
員
会
庶
務
課

へ
。

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ

圃
県
立
職
業訓
練
生
募
集

訓
練
課
目

機
械
、
熔
接
、
縫
製

自
動
車
整
備
、
木
工
、
建
築
、

塗
装
、
配
管
な
ど

応
募
資
格

義
務
教
育
終
了
者
文

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
者

申
込

訓
練
校
文
は
職
業
安
定
所

添
付
書
類

健
康
誇
断
書

(新
規

学
卒
以
外
の
も
の
)
、
職
業
相

談
票
文
は
調
査
書
(
新
規
学
卒

者
の
み
)
、
名
刺
型
上
半
身
写

真
二
枚

願
書
提
出
期
限

新
規
学
卒
者
二
月
末
日

中
高
年
齢
者
三
月
十
五
日

発

表

三

月
二
十
七
日

※
詳
し
く
は
申
込
先
又
は
市
商
工

観
光
課

へ

圃
中
小
企
業
従
業
員
住

宅
建
設
希
望
事
業
所

を
募
集

対
象

従
業
員
三
百
人
未
満
雇
用



;農林大臣から ; 

; 感謝状 j

!農林統計功労者へ j

! 感れ林 t 
j山福御 謝た水こ 3
2口田厨状次産の 3
i謙兼国がの 統た f
E吾一雄贈方計び i
i ら々調多 J
:殿殿殿れに査年 j
- ま農にに z
，..-....し林功わ J
2原木木 4 
1 場場合大労た;

臣 のり 2jg翌懇 かあ、!
i らら農 j

事副

み 、

昭和49年2月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIill 

の
事
業
主

県
に
土
地
を
無
償
で
提
供
で
き

る
事
業
主

住
宅
の
種
類

世
帯
者
向
住
宅
(
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
三

D
K
)

単
身
者
寮

(鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
)

共
同
住
宅

事
業
主
の
自
由
設
計
住
宅

期
間

一
一
月
二
十
八
日
ま
で

申
込
先
県
労
政
課
又
は
長
崎
労

政
事
務
所

※
詳
し
く
は
申
込
先
又
は
市
商
工

観
光
課
へ

圃
『
明
る
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
』

ポ
ス
タ
ー
-
標
語
募
集

りおおむ

市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
は

「
明
る
く
住
み
よ
い
町
ヂ
つ
く
り
」

運
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お

市政だより(5) 

ん

な

で

り
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま

す。テ
ー
マ
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

受
付
期
間

一
一
月
五
l
十
五
日

受
付
場
所

市
民
運
動
事
務
局
(
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
)

出
品
部
門

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
と
も
小
学
生

の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生

の
部
、
一
般
の
部

出
品
規
定

・
ポ
ス
タ
ー
の
部
、
小
学
生
は
四

ツ
切
、
他
は
自
由

一
人
一
点

・
標
語
の
部

自
由

一
人
三
点
以
内
(
ハ
ガ
キ
で
応

募
下
さ
い
)

-
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

-
作
品
は
、
広
く
市
民
運
動
啓
蒙

の
た
め
使
用
さ
れ
る
。

投

'aE' 
Z宮司=

明

表
彰
各
部
門
、
各
部
別
に
表
彰

す
る
。
特
に
す
ぐ
れ
た
作
品
に

つ
い
て
は
会
長
賞
を
贈
る
。

作
品
展
示

三
月
上
旬

栄
詳
し
く
は
市
民
運
動
推
進
協
議

会
事
務
局
(
市
社
会
教
育
課
)
へ

電
話
③
|
四
一
一
一

園
県
立
盲
学
校
生

徒

募

集

入
堂
資
格

盲
児
並
び
に
普
通
の

文
字
が
見
え
に
く
い
弱
視
の
人

募
集
人
員

小
学
部
一

l
六
年
若
干
名

中
学
部
一

l
三
年
若
干
名

高
等
部
普
通
科
一

1
二
年

若
干
名

若
干
名

保
健
理
療
科

一
年

募
集
期
間

小
・
中
学
部

高
等
部

一
次
募
集

二
次
募
集

三
月
二
十
日
ま
で

月
二
十
一
日
ま
で

月
二
十
日
ま
で

入
学
検
査

小
・
中
学
部

高
等
部
一
次
募
集

二
次
募
集

四
月
五
}
六
日

三
月
四

l
五
日

四
月
五

l
六
日

入
学
式
四
月
八
日

詳
し
く
は
長
崎
市
橋
口
町
一
0

1

四
七
長
崎
県
立
盲
学
校

電
話
@
|
0
0
七
九
へ

る

県

圃
わ
が
家
の

(
電
気
の
上
手
な
使
い
方
)

作

文

募

集

電
気
も
限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
。こ
の
貴
重
な
工
、
不
ル
ギ
ー
を
効

率
的
に
む
だ
の
な
い
よ
う
に
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
九
州
電
力
で

は
皆
さ
ん
の
お
宅
の
「
電
気
の
上

手
な
使
い
方
」

「
電
気
使
用
の
む

だ
廃
止
」
「
電
気
の
有
効
利
用
」
に

つ
い
て
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。

原
稿
枚
数

四
百
字
詰
五
枚
以
内

送
り
先

東
三
城
町

一
三

九
州
電
力

(
株
)
大
村
営
業
所

営
業
課
サ
ー
ビ
ス

会
賞
一
名
(
五
千
円
程
度
の

記
念
品
)

銀
賞
二
名
(
三
千
円
程
度
の

記
念
品
)

銅
賞
三
名
(
千
円
程
度
の

記
念
品
)

佳

作

十

名

(
五
百
円
程
度
の

記
念
品
)

賞

一
一
月
二
十
八
日

入
選
発
表
三
月
二
十
五
日
(
電

気
記
念
日
)
営
業
所
庖
頭
掲
示

そ
の
他
人
賞
作
品
の
版
権
は
主

催
者
に
帰
属
し
、
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

締
切

政

催
し
も
の

園
主
婦
の
生
活
展

一
一
月
十
六
日
土
曜
日

午
後
一
時
1
三
時
三
十
分

一
一
月
十
七
日
日
曜
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

市
民
会
館
二
階

t
三
階

市
教
育
委
員
会

市
連
合
婦
人
会

展
示
内
容

O
生
活
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー

O
作
品
コ
ー
ナ
ー

O
即
売
品
コ
ー
ナ
ー

日
時

会
場
主
催

ポ

ー

ス

ツ

園
第
四
期
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

場
所
市
民
体
育
館

期
間
二
月
十
九
日

l
五
月
下
旬

日
時
毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

募
集
人
員
三
十
名
(
先
着
順
)

特
に
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

参

加

料

無

料

申
込
二
月
十
九
日
ま
で
に
住
所

氏
名
を
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
に
達
し
た
ら
締
切
り
ま
す

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

~
周
波
数
(
ヘ
ル
ツ
)
が

遣
う
電
気
器
具

周
波
数
と
は
発
電
機
の
田
町

転
数
に
よ
っ
て
き
ま
る
も
の
川

で
、
発
電
機
の
種
類
に
よ
っ

v

て一

秒
間
に
五
十
回
、
六
十
川

固
ま
わ
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
五
M

h

十
ヘ
ル
ツ
、
六
十
ヘ
ル
ツ
で
山

す。
日
本
で
は
静
岡
県
の
富
士
川

川
を
境
に
、
東
が
五
十
ヘ
ル
~

ッ
、
西
が
六
十
ヘ
ル
ツ
と
な
M

っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
ツ
の
異
な
る
地
方
へ
川

転
居
さ
れ
て
、
電
気
器
具
に
山

表
示
し
て
あ
る
ヘ
ル
ツ
と
違
山

う
ヘ
ル
ツ
で
お
使
い
に
な
り
山

ま
す
と
、
モ
ー
タ
ー
が
入
っ

て
い
る
器
具
(
ス
テ
レ
オ
、
山

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
)

は
回
転
が
速
く
な
っ
た
り
、

又
は
遅
く
な
っ
た
り
、
け
い
山

光
灯
の
場
合
は
音
が
し
た
り
山

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
お
山

近
く
の
電
気
器
具
販
売
屈
に
円

相
談
さ
れ
る
と
簡
単
に
な
お
~

い
り
ま
す
。

器
具
に
よ
っ
て
は
五
十
へ

V

ル
ツ
六
十
ヘ
ル
ツ
共
用
の
も
山

の
も
あ
り
ま
す
。



(6) む

親

行、

労
働
金
庫
各
大
村
支
居
用
金
庫
、
年
八
・

七
五

%
l十
一

定
員

三
十
名

随

時

受

付

け

て

お

り

ま

す

労

以

内

内
容

①
幼
児
と
基
本
的
し
つ
け
※
詳
し
く
は
申
込
窓
口
、
県
労
政

貸
付
期
間

一
年
間
以
内

②
幼
児
と
病
気
①
幼
児
と
偏

食

課

、
長
崎
労
政
事
務
所
、
市

商

詳

し
く
は
県
中
小
企
菜
課
又
は

④
幼
児
と
心
理
⑤
幼
児
と

こ

と

工

観
光

課

へ

市

商

工

観

光

課

へ

初
心
者
を
対
象
に
次
の
と
お
り

ば
⑥
幼
児
と
母
親

、

書
道
教
室
を

開

設

し

ま

す

。

闘

中

4
企

業

石

油

等

緊

闘

精

神

薄

弱

者

講
師
大
学
教
授
お
よ
び
医
師

日

時

二

月
二
十
J

四
月
二
十
四

受
講
料

無
料

急

融

資

の

ご

案

内

巡

回

相

談

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
l
十
二
時

申
込

二
月
九
日
ま
で
に
電
話
か

石

油

危
機
、
資
材
不
足
な
ど
に

県
精
神
薄
弱
者
更
生
相
設
所
で

場
所
中
央
公
民

館

ハ

ガ

キ

に

、
氏
名
、
年
齢
、
住

よ
る
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

は
、
精
神
薄
弱
者
巡
阿
相
談
を
実

対
象
成
人
一

般

所

、
電
話
番
号
を
記
ス
し
て
申

著
し
い
経
営
悪
化
な
ど
の
影
響
を

施

し
、
い
ろ
い
ん
な
相
談
に
応
じ

定
員

三
十
名

込
ん
で
下
さ
い
。

受
け
る
中
小
企
業
者
の
た
め
、

固

ま
す
。

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
教
材
費

申
込
先

〒
8
5
6

久
原
郷

一
が
措
置
す
る
ま
で
の
緊
急
、
か
っ
ご
希
望
の
方
は
福
祉
事
務
所
へ

実
費
)

の

一

大

村
市
中
央
公
民
館
暫
定
措
置
と
し
て
、
こ
れ
ら
影
響
お
気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

講

師

山

本
和
枝

1
-
|;lil
i
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
ー

を
受
け
る
中
小
企
業
者
の
金
融
の
相
談
日
は
申
込
み
に
よ
り
決
定

申
込
方
法
二
月
十
五
日

(
金
)

一

?

〉

包

一

円

滑
化
を
図
り
経
営
の
安
定
に
資

し
ま
す
の
で
決
定
次
第
お
知
ら
せ

一

そ

の

他

一

こ

ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
中
央

一

.
4
1
6
4.，
一

す
る

f
め
長
崎
県
中
小
企
業
石
油

し
ま
す
。

公
民
館

(久
原
郷

一
の

一

電

i
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